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改　　　　正　　　　内　　　　容 改　　　　正　　　　対　　　　応

その他 　ア　短期滞在手術基本料１を算定（以下省略） 　「理学療法」、「作業療法」、「言語聴覚療法」については次のとおり
　イ　外来患者に対し処方せんを（以下省略） 　表示を行う
　ウ　リハビリテーションを算定した場合は、当該項目、算定単位数及び
　　合計点数を記載するとともに、「摘要」欄に実施日数を記載すること。 　実施した日数を表示するため、レセプト作成処理の中で次のレコードを　　
　　また、精神科専門療法を算定した場合は、当該項目、回数及び合計点 　作成する　
　　数を記載すること。ただし、持続性抗精神病注射薬剤治療指導管理料 　コメントコード：840000096
　　算定した場合は、（持精）と表示すること。心疾患リハビリテーショ 　名称：実施日数　○○日
　　ン料及び難病患者リハビリテーション料については、発症月日を「摘 　　　　○○の部分に実施した日数を編集する
　　要」欄に記載すること。早期リハビリテーション加算を算定した場合 　※実施日数は項目別に最後に表示する剤に挿入します
　　は、「摘要」欄に（早）と表示し、当該加算の対象となる疾患名及び
　　及び発症月日又は新たな発症月日を記載すること。 　＜例１＞理学療法（４）(個別療法）を１日３単位で
　　痴呆患者特殊療法料については、（33）の例によること。通院精神療 　　　　　２日間合計６単位行った場合
　　法を退院患者について算定した場合には退院日、また、精神科退院前
　　訪問指導料を２回算定した場合は、各々の訪問指導日をそれぞれ「摘
　　要」欄に記載すること。また、初診の日に通院精神療法又は心身医学

　 　　療法を算定した場合は、当該診療に要した時間を「摘要」欄に記載す 　＜例２＞理学療法（４）（個別療法）を１日３単位で
　　ること。 　　　　　４日間合計１２単位行った場合
　　　なお、家族等に対する通院精神療法又は精神科退院指導料を算定し

　 　　た場合は、「摘要」欄に（家族）と表示すること。　
　エ　リハビリテーション総合計画評価料を算定した場合は、リハ総評と
　　と表示して、点数を記載すること。
　オ　リハビリテーション及び精神科専門療法に（以下省略）
　カ　放射線治療管理料を算定した場合は、（以下省略）

　 　キ　放射線治療料を算定した場合は、（以下省略）
　ク　密封小線源治療に当たって、（以下省略）
　ケ　施設入所者共同指導料を算定した場合は、「施設指導」と表示して、
　　点数を記載すること。
　コ　都道府県知事が厚生労働大臣の承認を得て別に療養担当手当を定め
　　た場合における療養担当手当を算定した場合は、「その他」欄に合算
　　して記載すること。

平成１４年度診療報酬改定対応（レセプト）
日医標準レセプトソフト

＊理学療法（４）(個別療法）
　実施日数　　２日　　　　　　　　　　　５０×　  ６

＊理学療法（４)（個別療法）　　　　　　 ５０×　１０
＊理学療法（４)（個別療法）
　個別療法（１１単位目以降）逓減（１００分の７０）
　実施日数　　４日　　　　　　　　　　　３５×　  ２
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